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大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
第
五
十
号
、
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
三
月
呉
昌
碩
の
生
誕
地
と
「
蕪
園
」
を
め
ぐ
っ
て
松
村
茂
樹
キー
ワ
ー
ド
呉
昌
碩
、
生
誕
地
、
呉
応
奎
、
読
書
楼
故
宇
、
蕪
園
は
じ
め
に
「
中
国
最
後
の
文
人
」
と
称
さ
れ
る
呉
昌
碩
（
一
八
四
四
―
一
九
二
七
）
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
研
究
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
生
誕
地
に
つ
い
て
は
、
説
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
呉
昌
碩
が
青
年
時
代
を
過
ご
し
た
「
蕪
園
」
に
つ
い
て
も
、
呉
昌
碩
帰
巣
の
地
と
し
て
語
ら
れ
る
ば
か
り
で
、
そ
こ
に
移
居
し
た
目
的
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
名
門
・
遷
浙
呉
氏
に
属
す
呉
昌
碩
の
科
挙
受
験
と
い
う
観
点
か
ら
、
生
誕
地
を
定
め
、
実
は
「
蕪
園
」
も
同
じ
地
点
で
あ
っ
た
と
い
う
大
胆
な
仮
説
を
、
実
地
踏
査
も
交
え
て
提
示
し
た
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
文
人
と
し
て
の
呉
昌
碩
の
原
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
一
、
呉
昌
碩
の
生
誕
地
に
つ
い
て
呉
昌
碩
の
四
男
・
呉
東
邁
（
一
八
八
六
―
一
九
六
三
）
は
、
そ
の
著
『
呉
昌
碩
』
（
一
九
六
三
、
一
二
上
海
人
民
美
術
出
版
社
邦
訳
に
足
立
豊
訳
『
呉
昌
碩
〔
人
と
芸
術
〕』
一
九
七
四
、
七
、
二
〇
二
玄
社
が
あ
る
）
の
中
で
、
呉
昌
碩
は
、
清
道
光
二
十
四
年
（
一
八
四
四
）
八
月
一
日
生
於
浙
江
省
安
吉
県
呉
村
一
个
読
書
人
家
。
〔
清
の
道
光
二
十
四
年
（
一
八
四
四
）
八
月
一
日
、
浙
江
省
安
吉
県
呉
村
の
一
読
書
人
の
家
に
生
ま
れ
た
。〕
と
あ
り
、
呉
東
邁
の
長
男
・
呉
長
（
一
九
二
〇
―
二
〇
〇
九
）
の
編
に
な
る
「
呉
昌
碩
先
生
年
譜
」
（
呉
長
著
河
内
利
治
・
北
川
博
邦
訳
『
わ
が
祖
父
呉
昌
碩
』
一
九
一
〇
、
三
、
二
〇
東
方
書
店
所
収
）
も
こ
れ
を
踏
襲
し
、
安
吉
県

呉
村
を
生
誕
地
と
す
る
。
た
だ
、
呉
昌
碩
の
次
男
で
あ
る
呉
蔵
龕
（
一
八
七
六
―
一
九
二
七
）
の
次
男
・
呉
瑶
華
（
一
九
〇
九
―
一
九
八
六
）
は
、
「
重
印
缶
廬
集
跋
」（
呉
昌
碩
『
缶
廬
集
』
一
九
八
四
、
七
文
海
出
版
社
所
収
）
の
冒
頭
で
、
先
大
父
呉
公
昌
碩
府
君
、
民
国
前
六
十
八
年
甲
辰
（
公
元
一
八
四
四
年
、
道
光
二
十
四
年
）
夏
暦
八
月
初
一
日
、
生
於
浙
江
省
旧
湖
属
安
吉
県
東
街
読
書
楼
故
宇
。
〔
先
大
父
呉
公
昌
碩
府
君
は
、
民
国
前
六
十
八
年
甲
辰
（
西
暦
一
八
四
四
年
、
道
光
二
十
四
年
）
の
旧
暦
八
月
初
一
日
、
浙
江
省
旧
湖
属
安
吉
県
東
街
の
読
書
楼
故
宇
（
旧
居
）
に
生
ま
れ
た
。〕
呉
昌
碩
の
生
誕
地
と
「
蕪
園
」
を
め
ぐ
っ
て
―1―（139）
と
記
し
て
お
り
、
安
吉
県
城
東
街
を
生
誕
地
と
す
る
。
呉
瑶
華
の
長
男
・
呉
民
先
（
一
九
四
〇
―
）
は
、
「
古
缶
廬
鉤
四
則
」
（『
名
家
翰
墨
』
第
三
十
七
号
一
九
九
三
、
二
、
一
翰
墨
軒
初
出
呉
民
先
『
缶
廬
拾
遺
及
其
他
』
二
〇
一
三
、
一
二
中
国
発
展
出
版
社
所
収
）
の
中
で
、
呉
瑶
華
の
記
述
を
根
拠
に
、
安
吉
県
東
街
生
誕
説
を
提
唱
し
、
呉
村
の
呉
昌
碩
故
居
に
も
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
丁
羲
元
『
現
代
名
家
翰
墨
叢
書
（
巻
一
）
・
呉
昌
碩
』（
二
〇
〇
五
、
一
西
印
社
出
版
社
）
は
、
こ
れ
を
支
持
し
、
従
来
の
両
説
併
記
を
訂
正
し
た
い
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
匡
得
鰲
『
安
吉
呉
昌
碩
』
（
二
〇
〇
七
、
二
中
国
文
化
出
版
社
）
は
、
呉
民
先
・
丁
羲
元
説
に
反
駁
し
、

呉
村
生
誕
説
を
唱
え
、
呉
村
呉
昌
碩
故
居
も
疑
い
の
余
地
が
な
い
と
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
論
拠
の
詳
細
は
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
が
、
各
書
が
論
及
し
て
い
な
い
点
を
挙
げ
て
筆
者
の
説
と
し
た
い
。
そ
れ
は
、
呉
瑶
華
が
、
「
読
書
楼
故
宇
（
旧
居
）
に
生
ま
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
読
書
楼
」
は
学
問
所
、
勉
強
棟
と
い
う
意
味
な
の
で
、
当
時
、
呉
昌
碩
の
祖
父
・
呉
淵
（
一
七
七
八
―
一
八
五
七
、
原
名
は
応
保
）
が
山
長
（
院
長
）
を
し
て
い
た
安
吉
の
古
桃
書
院
が
想
定
さ
れ
る
が
、
前
出
呉
民
先
「
古
缶
廬
鉤
四
則
」
は
、
安
吉
県
城
（
今
安
城
鎮
）
規
模
甚
小
、
東
街
在
迎
春
門
即
東
門
内
、
古
桃
書
院
在
宝
成
門
即
西
門
内
。
〔
安
吉
県
城
（
今
の
安
城
鎮
）
の
規
模
は
と
て
も
小
さ
く
、
東
街
は
迎
春
門
す
な
わ
ち
東
門
の
内
に
あ
り
、
古
桃
書
院
は
宝
成
門
す
な
わ
ち
西
門
の
内
に
あ
る
。〕
と
述
べ
、
古
桃
書
院
の
可
能
性
を
否
定
し
て
い
る
。
呉
民
先
は
、
呉
淵
の
最
初
の
妻
・
章
氏
の
実
家
が
東
街
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
と
の
関
係
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
筆
者
は
、
別
の
可
能
性
を
提
示
し
た
い
。
つ
ま
り
、
「
読
書
楼
故
宇
」
の
「
故
宇
」
と
は
「
旧
居
」
の
意
味
で
あ
る
か
ら
、
「
読
書
楼
」
を
固
有
名
詞
と
考
え
、
呉
昌
碩
の
従
祖
・
呉
応
奎
（
生
卒
年
未
詳
、
室
名
は
読
書
楼
）
の
旧
居
と
想
定
す
る
の
で
あ
る
。
呉
応
奎
に
つ
い
て
、
清
の
同
治
十
三
（
一
八
七
四
）
年
九
月
刻
の
汪
栄
修
張
行
孚
纂
『
安
吉
県
志
』
巻
十
六
「
芸
文
志
下
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
呉
応
奎
、
字
皋
、
孝
豊
諸
生
。
案
皋
籍
雖
孝
豊
、
然
呉
氏
考
試
向
来
安
孝
相
錯
、
至
嘉
慶
以
後
則
尽
考
安
吉
矣
。
故
劉
志
列
入
選
挙
且
収
其
詩
。
今
当
遵
旧
。
〔
呉
応
奎
、
字
は
皋
、
孝
豊
の
諸
生
。
思
う
に
皋
の
籍
は
孝
豊
で
あ
る
が
、
呉
氏
は
科
挙
の
受
験
は
従
来
安
吉
・
孝
豊
ま
ち
ま
ち
で
、
清
の
嘉
慶
年
間
（
一
七
九
六
―
一
八
二
〇
）
以
後
は
全
て
安
吉
で
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
前
の
劉
蘭
敏
修
『
安
吉
県
志
』
は
選
挙
志
に
列
入
し
て
そ
の
詩
も
収
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
は
そ
れ
に
従
っ
て
お
く
。〕
つ
ま
り
、
呉
応
奎
の
籍
は
当
時
呉
村
が
属
し
て
い
た
孝
豊
県
で
あ
っ
た
が
、
科
挙
の
試
験
は
安
吉
で
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
科
挙
受
験
者
は
、
県
城
な
ど
の
街
に
住
み
込
ん
で
受
験
勉
強
を
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
か
ら
、
呉
応
奎
も
安
吉
県
城
に
勉
強
棟
つ
ま
り
読
書
楼
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
呉
応
奎
は
、
諸
生
（
秀
才
）
で
終
わ
っ
て
お
り
、
郷
試
に
及
第
で
き
ず
、
安
吉
梅
渓
に
移
っ
た
が
、
梅
渓
で
の
室
名
も
そ
の
ま
ま
「
読
書
楼
」
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
呉
昌
碩
は
、
こ
の
従
祖
を
敬
愛
し
、
太
平
天
国
の
乱
の
際
に
失
わ
れ
た
そ
の
詩
集
『
読
書
楼
詩
集
』
を
捜
し
出
し
て
復
刻
し
、
乙
卯
（
一
九
一
五
）
年
六
月
、
自
ら
跋
文
を
書
い
て
お
り
、
そ
の
冒
頭
で
、
皋
先
生
、
於
倉
碩
為
大
父
行
、
倉
碩
児
時
已
不
及
見
。
〔
皋
先
生
（
呉
応
奎
）
は
、
倉
碩
（
呉
昌
碩
の
別
字
）
の
大
父
行
（
祖
父
の
世
代
）
で
あ
り
、
倉
碩
が
子
供
の
時
に
は
す
で
に
お
目
に
か
か
れ
な
か
っ
た
。〕
と
述
べ
て
い
る
。
呉
昌
碩
が
生
ま
れ
た
一
八
四
四
年
当
時
、
呉
昌
碩
の
父
・
呉
辛
甲
（
一
八
二
一
―
一
八
六
八
）
も
安
吉
県
城
で
受
験
勉
強
に
勤
し
ん
で
い
た
ら
し
い
。
清
の
光
緒
三
（
一
八
七
七
）
年
刊
行
の
劉
濬
修
潘
宅
仁
纂
『
孝
豊
県
志
』（
一
九
七
五
成
文
出
版
社
有
限
公
司
）
巻
六
「
選
挙
志
・
科
目
」「
挙
人
」
に
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
呉
辛
甲
、
同
景
沂
科
。
同
知
銜
、
候
選
知
県
。
呉
村
人
、
籍
安
吉
。
〔
呉
辛
甲
、
前
出
の
王
景
沂
と
同
じ
く
咸
豊
辛
亥
（
一
八
五
一
）
科
に
及
第
。
同
知
（
知
州
の
補
佐
官
）
職
、
候
選
（
候
補
）
知
県
。
呉
村
の
人
、
籍
は
安
吉
。〕
―2― （140）
つ
ま
り
、
呉
辛
甲
は
一
八
五
一
年
に
挙
人
と
な
っ
て
お
り
、
郷
試
の
前
の
県
試
や
府
試
の
準
備
も
考
え
る
と
、
呉
昌
碩
が
誕
生
し
た
一
八
四
四
年
の
頃
は
、
ま
だ
受
験
勉
強
の
最
中
と
思
わ
れ
、
安
吉
県
城
に
住
ん
で
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
は
「
選
挙
志
」
の
記
述
で
あ
り
、
「
呉
村
の
人
、
籍
は
安
吉
」
と
あ
る
の
は
、
科
挙
受
験
の
た
め
の
籍
で
あ
る
。
呉
辛
甲
の
父
で
、
嘉
慶
戊
午
（
一
七
九
八
）
年
に
挙
人
と
な
っ
た
呉
淵
の
項
も
同
じ
く
「
呉
村
の
人
、
籍
は
安
吉
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
前
出
『
安
吉
県
志
』
巻
十
六
「
芸
文
志
下
」
の
い
う
「
清
の
嘉
慶
年
間
以
後
は
全
て
安
吉
で
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
記
述
を
裏
付
け
て
い
る
。
さ
す
れ
ば
、
呉
昌
碩
の
従
祖
・
呉
応
奎
、
祖
父
・
呉
淵
、
父
・
呉
辛
甲
は
、
い
ず
れ
も
科
挙
受
験
の
た
め
に
安
吉
県
城
に
い
た
時
期
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
呉
辛
甲
は
、
安
吉
県
城
で
の
受
験
勉
強
の
た
め
、
呉
応
奎
の
「
読
書
楼
故
宇
」
に
住
ん
で
お
り
、
そ
こ
で
呉
昌
碩
は
生
ま
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
た
だ
、『
呉
氏
宗
譜
』「
呉
氏
列
祖
諸
伝
」（
朱
関
田
編
著
『
呉
昌
碩
年
譜
長
編
』
二
〇
一
四
、
八
浙
江
古
籍
出
版
社
の
引
用
に
よ
る
）
に
見
え
る
呉
辛
甲
の
伝
に
、
如
川
公
諱
辛
甲
、
字
周
史
、
咸
豊
辛
亥
挙
人
、
再
試
礼
部
不
售
。
時
粤
匪
竄
踞
江
寧
、
公
以
世
乱
親
老
、
遂
不
復
出
。
〔
如
川
公
は
諱
を
辛
甲
と
い
い
、
字
は
周
史
、
咸
豊
辛
亥
の
挙
人
で
、
更
に
会
試
に
応
じ
た
が
受
か
ら
な
か
っ
た
。
時
に
太
平
天
国
が
江
寧
（
南
京
）
に
占
拠
し
、
公
は
世
が
乱
れ
年
老
い
た
親
を
置
い
て
お
け
な
い
と
し
て
、
再
び
出
仕
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。〕
と
あ
り
、
呉
辛
甲
は
、
咸
豊
辛
亥
（
一
八
五
一
）
に
挙
人
に
な
っ
た
後
、
お
そ
ら
く
は
翌
年
の
会
試
つ
ま
り
咸
豊
二
年
壬
子
恩
科
に
応
じ
て
受
か
ら
ず
、
科
挙
生
活
に
終
わ
り
を
告
げ
て
、
呉
村
に
帰
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
出
の
呉
長
編
「
呉
昌
碩
先
生
年
譜
」「
一
八
五
三
（
咸
豊
三
年
、
癸
丑
）
十
歳
」
の
項
に
見
え
る
、
こ
の
年
よ
り
、
隣
村
の
学
塾
に
通
っ
て
読
書
し
た
。
家
か
ら
は
遠
か
っ
た
が
、
風
雨
の
日
も
休
む
こ
と
な
く
、
学
習
に
は
げ
ん
で
お
こ
た
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
記
述
は
、
こ
の
年
よ
り
、
父
と
共
に
呉
村
に
帰
っ
た
呉
昌
碩
が
、
呉
氏
の
故
郷
で
本
格
的
な
学
習
を
始
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
注
意
す
べ
き
は
、
当
時
の
呉
村
に
は
、
読
書
人
の
子
弟
が
通
う
学
塾
さ
え
な
か
っ
た
こ
と
で
、
ま
し
て
県
試
や
郷
試
に
応
じ
よ
う
と
す
る
士
は
、
安
吉
県
城
に
住
み
こ
ま
ね
ば
受
験
勉
強
な
ど
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
二
、
呉
応
奎
「
読
書
楼
」
の
所
在
地
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
筆
者
は
、
呉
昌
碩
の
生
誕
地
を
安
吉
県
城
の
呉
応
奎
「
読
書
楼
故
宇
」
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
を
論
証
す
る
に
は
、
呉
応
奎
「
読
書
楼
」
が
安
吉
県
城
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
筆
者
は
、
そ
の
方
法
と
し
て
、
前
出
の
呉
応
奎
『
読
書
楼
詩
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
詩
か
ら
、「
読
書
楼
」
の
場
所
を
特
定
し
よ
う
と
考
え
た
。『
読
書
楼
詩
集
』
は
稀
覯
本
で
あ
る
が
、
幸
い
な
こ
と
に
全
巻
複
印
本
を
入
手
で
き
た
。
所
収
の
詩
を
、
順
を
追
っ
て
見
て
行
く
と
、
詩
題
に
「
読
書
楼
」
が
含
ま
れ
る
詩
に
幾
つ
か
出
会
う
。
ま
ず
、「
巻
之
二
」
に
、「
暮
春
雑
題
読
書
楼
五
首
」
詩
、
「
読
書
楼
宴
座
用
永
嘉
斎
中
読
書
韻
」
詩
が
見
え
、「
読
書
楼
」
で
受
験
勉
強
を
す
る
呉
応
奎
の
思
い
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
場
所
は
特
定
で
き
な
い
。
だ
が
、
「
巻
之
三
」
に
、「
桃
州
六
絶
句
」
詩
が
あ
り
、
そ
の
第
一
首
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
春
城
百
雉
古
桃
州
、
桑
葉
陰
濃
暗
道
周
。
老
屋
三
間
書
百
本
、
著
余
無
事
此
勾
留
。
〔
春
色
の
中
に
あ
る
城
壁
が
百
雉
の
長
さ
に
も
な
る
古
桃
州
、
桑
の
葉
の
陰
は
濃
く
道
端
は
暗
い
。
老
屋
三
間
に
書
物
が
百
本
、
書
く
こ
と
以
外
す
る
こ
と
も
な
く
こ
こ
に
留
ま
っ
て
い
る
。〕
第
一
句
に
見
え
る
「
古
桃
州
」
は
、
安
吉
の
古
名
で
、
唐
の
釈
皎
然
「
桃
花
石
枕
歌
送
安
吉
康
丞
」
詩
序
に
、「
安
吉
、
古
桃
州
也
」
と
あ
る
。「
春
城
」
と
あ
る
の
で
、
安
吉
県
城
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
第
三
句
に
見
え
る
「
書
百
本
」
が
あ
る
「
老
屋
三
間
」
こ
そ
が
「
読
書
楼
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
明
の
嘉
慶
三
（
一
七
九
八
）
年
、
郷
試
に
及
第
で
き
な
か
っ
た
呉
応
呉
昌
碩
の
生
誕
地
と
「
蕪
園
」
を
め
ぐ
っ
て
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奎
は
、
「
読
書
楼
」
を
去
る
こ
と
に
な
る
。
「
巻
之
四
」
に
、
「
題
読
書
楼
壁
」
詩
が
あ
り
、
そ
の
冒
頭
の
二
句
に
、
郎
当
老
屋
北
山
前
、
弾
指
移
家
三
十
年
。
〔
落
ち
ぶ
れ
た
老
屋
は
北
山
の
前
に
あ
り
、
移
家
し
て
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
の
三
十
年
で
あ
っ
た
。〕
と
あ
り
、「
読
書
楼
」
で
三
十
年
を
過
ご
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
時
の
郷
試
で
、
従
兄
に
当
た
る
呉
昌
碩
の
祖
父
・
呉
淵
は
及
第
し
て
挙
人
と
な
り
、
海
塩
県
教
諭
を
経
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
安
吉
県
城
の
古
桃
書
院
で
山
長
（
院
長
）
を
務
め
た
。
つ
ま
り
、
呉
応
奎
が
安
吉
県
城
を
去
っ
た
後
、
そ
の
「
読
書
楼
故
宇
」
を
安
吉
県
城
に
残
っ
た
呉
淵
の
息
子
の
呉
辛
甲
つ
ま
り
呉
昌
碩
の
父
が
ま
た
科
挙
の
受
験
勉
強
の
た
め
に
使
い
、
そ
の
間
に
呉
昌
碩
が
「
読
書
楼
故
宇
」
で
生
ま
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
最
も
整
合
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
三
、
呉
昌
碩
「
蕪
園
」
も
同
じ
場
所
前
述
の
よ
う
に
、
呉
昌
碩
は
、
呉
応
奎
の
『
読
書
楼
詩
集
』
を
捜
し
出
し
て
復
刻
し
、
跋
文
も
書
い
て
い
る
。
呉
昌
碩
は
、
他
に
も
、
明
の
呉
維
岳
『
天
目
山
斎
歳
編
』
、
明
の
呉
稼
『
玄
蓋
副
草
』
を
復
刻
し
て
い
る
が
、
こ
の
呉
維
岳
、
呉
稼
父
子
は
、
呉
氏
を
代
表
す
る
文
学
者
と
も
言
え
、
そ
の
詩
集
を
復
刻
す
る
の
は
、
成
功
し
た
後
裔
の
務
め
と
し
て
違
和
感
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
呉
応
奎
は
、
こ
の
二
人
に
比
べ
る
と
、
見
劣
り
の
す
る
存
在
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
で
は
、
ど
う
し
て
、
呉
昌
碩
は
、
こ
の
会
っ
た
こ
と
も
な
い
従
祖
を
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
尊
ぶ
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
や
は
り
こ
の
従
祖
の
「
読
書
楼
故
宇
」
で
生
ま
れ
、
そ
し
て
、
そ
の
後
も
、
こ
こ
に
住
ん
だ
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
つ
ま
り
、
筆
者
は
、
こ
の
「
読
書
楼
故
宇
」
こ
そ
が
、
呉
昌
碩
が
最
も
思
い
入
れ
を
込
め
、
帰
巣
の
地
と
し
た
「
蕪
園
」
で
も
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
「
蕪
園
」
に
つ
い
て
、
前
出
の
呉
長
編
「
呉
昌
碩
先
生
年
譜
」
「
一
八
六
五
（
同
治
四
年
乙
丑
）
二
十
二
歳
」
の
項
に
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
こ
の
年
、
父
が
継
室
楊
氏
（
安
吉
暁
墅
の
人
）
を
娶
り
、
一
家
は
安
吉
城
内
の
桃
花
渡
畔
に
遷
り
住
ん
だ
。
先
生
の
居
る
所
の
小
楼
は
僅
か
に
膝
を
容
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
題
名
し
て
「
篆
雲
楼
」
と
い
っ
た
。
家
屋
の
前
の
園
を
「
蕪
園
」
と
名
づ
け
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
呉
昌
碩
は
、
十
歳
の
頃
に
呉
村
に
帰
っ
た
が
、
呉
村
が
太
平
天
国
の
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
肉
親
の
多
く
を
亡
く
し
、
父
・
呉
辛
甲
と
二
人
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
、
二
十
二
歳
の
時
、
父
と
共
に
「
安
吉
城
内
の
桃
花
渡
畔
」
の
「
蕪
園
」
に
や
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
呉
昌
碩
は
、
こ
の
「
蕪
園
」
に
梅
樹
を
手
植
え
す
る
な
ど
し
て
こ
よ
な
く
愛
し
、
「
蕪
園
図
自
題
」
詩
、「
別
蕪
園
」
詩
、「
蕪
園
夢
中
作
」
詩
、「
福
児
書
報
蕪
園
近
景
、
編
成
三
絶
句
、
寄
令
読
之
」
詩
な
ど
で
、
こ
の
地
に
対
す
る
思
い
入
れ
を
述
べ
、
い
つ
か
は
帰
る
べ
き
帰
巣
の
地
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
呉
昌
碩
の
愛
好
者
や
研
究
者
は
、
呉
昌
碩
が
こ
の
地
に
卜
居
し
た
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
や
っ
て
来
た
主
体
は
父
の
呉
辛
甲
で
あ
り
、
呉
昌
碩
は
父
に
連
れ
ら
れ
て
来
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
呉
辛
甲
は
、
何
の
た
め
に
息
子
を
連
れ
て
安
吉
県
城
に
や
っ
て
来
た
の
か
。
そ
れ
は
、
自
ら
の
父
も
、
そ
し
て
自
ら
も
し
て
来
た
よ
う
に
、
息
子
の
呉
昌
碩
に
科
挙
の
受
験
勉
強
を
さ
せ
る
た
め
に
違
い
な
い
。
さ
す
れ
ば
、
自
ら
も
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
「
読
書
楼
故
宇
」
に
や
っ
て
来
る
の
が
最
も
良
い
。
ま
た
、
呉
辛
甲
に
と
っ
て
、
「
読
書
楼
故
宇
」
以
外
の
と
こ
ろ
に
わ
ざ
わ
ざ
や
っ
て
来
る
必
要
性
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
四
、「
蕪
園
」
址
を
訪
ね
る
「
蕪
園
」
の
そ
の
後
に
つ
い
て
、
前
出
呉
長
編
「
呉
昌
碩
先
生
年
譜
」
は
、
惜
し
む
ら
く
は
、
「
篆
雲
楼
」
も
「
蕪
園
」
も
、
と
も
に
抗
日
戦
争
中
に
兵
燹
に
燬
か
れ
、
遺
址
に
は
た
だ
界
石
一
塊
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
と
述
べ
て
お
り
、
当
時
の
面
影
は
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
た
だ
、
筆
者
は
、
現
地
踏
査
を
し
た
い
と
い
う
思
い
を
以
前
か
ら
抱
い
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、
前
出
呉
民
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先
『
缶
廬
拾
遺
及
其
他
』
に
、
「
蕪
園
故
址
」
と
い
う
詳
細
な
資
料
が
掲
載
さ
れ
た
。
付
せ
ら
れ
た
呉
民
先
氏
の
題
跋
に
よ
る
と
、
一
九
八
四
年
、
呉
昌
碩
生
誕
一
四
〇
周
年
の
際
、
安
城
（
旧
安
吉
県
城
）
の
「
張
氏
後
人
」
が
、
記
念
座
談
会
で
こ
の
油
印
図
を
発
表
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
こ
に
は
、「
蕪
園
」
の
地
点
が
、「
原
安
吉
県
桃
城
鎮
永
凝
坊
二
十
七
号
、
址
為
安
城
鎮
東
街
大
衆
飯
店
店
房
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
八
月
二
六
日
、
筆
者
は
、
「
安
城
鎮
東
街
大
衆
飯
店
」
を
め
ざ
し
て
、
安
城
に
向
か
っ
た
。
「
大
衆
飯
店
」
は
確
か
に
あ
っ
た
が
、
そ
こ
は
城
外
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
中
に
お
ら
れ
た
方
に
聞
い
て
み
る
と
、
「
大
衆
飯
店
」
は
以
前
、
城
内
の
「
東
街
」
に
あ
っ
た
が
、
そ
こ
は
「
鳳
琴
賓
館
」
と
い
う
名
前
に
し
て
、
弟
に
経
営
を
任
せ
、
城
外
の
こ
の
地
に
新
し
く
「
大
衆
飯
店
」
を
建
て
た
と
の
こ
と
で
、
「
鳳
琴
賓
館
」
の
場
所
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
「
鳳
琴
賓
館
」
に
行
っ
て
み
た
。
こ
こ
が
「
蕪
園
」
址
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
、
中
に
お
ら
れ
た
方
は
、
当
時
の
こ
と
は
何
も
ご
存
知
な
い
よ
う
だ
っ
た
。「
鳳
琴
賓
館
」
に
向
か
っ
て
右
側
に
路
地
が
あ
り
、
そ
こ
を
入
っ
て
行
く
と
、
家
屋
が
あ
り
、
塀
の
上
に
古
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
こ
の
ご
主
人
・
呉
水
清
氏
に
お
伺
い
し
て
み
る
と
、
こ
こ
が
呉
昌
碩
の
故
居
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
古

は
以
前
、
こ
こ
に
あ
っ
た
も
の
を
置
い
て
い
る
と
の
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
辺
り
は
、
以
前
、
四
角
い
石
畳
で
敷
き
詰
め
ら
れ
て
お
り
、
今
も
そ
の
い
く
つ
か
を
残
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
出
し
て
来
て
く
だ
さ
り
、
お
見
せ
く
だ
さ
っ
た
。
呉
水
清
氏
は
、
紹
興
か
ら
こ
ち
ら
に
移
っ
て
来
ら
れ
た
と
い
う
が
、
も
と
は
呉
村
の
呉
氏
で
あ
る
と
い
う
。
呉
村
の
呉
氏
は
、
太
平
天
国
の
乱
、
そ
し
て
日
本
軍
の
侵
攻
に
よ
っ
て
、
様
々
な
地
方
に
散
じ
て
お
り
、
自
分
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
今
は
、
呉
昌
碩
の
故
居
に
住
む
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
と
お
話
く
だ
さ
っ
た
。
呉
昌
碩
の
生
誕
地
と
「
蕪
園
」
を
め
ぐ
っ
て
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安城（旧安吉県城）東門（旧迎春門）址
東門から西門（旧宝成門）に
続くメインストリート鳳琴賓館（蕪園址）
旧安吉県城呉昌碩故居と古
そ
の
路
地
を
さ
ら
に
進
む
と
、
雑
草
が
生
え
た
空
き
地
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
「
蕪
園
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
呉
昌
碩
に
詩
法
を
授
け
た
同
郷
の
友
人
・
施
浴
升
の
「
蕪
園
記
」
に
、
居
安
吉
之
東
北
偏
、
有
曠
地
数
畝
、
辟
以
為
園
、
名
之
蕪
園
。
〔
安
吉
の
東
北
の
隅
に
、
荒
地
が
数
畝
あ
り
、
開
い
て
園
と
し
、
蕪
園
と
名
付
け
た
。〕
と
あ
り
、
そ
こ
は
、
位
置
的
に
も
、
状
況
的
に
も
合
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
は
、
安
吉
県
城
の
「
東
街
」
で
あ
り
、
「
読
書
楼
故
宇
」
も
「
東
街
」
に
あ
っ
た
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
五
、「
古
桃
書
院
」
址
を
訪
ね
る
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旧安吉県城呉昌碩故居にお住いの
呉水清氏（左）と筆者（右）
旧安吉県城呉昌碩故居に敷かれていた
石畳の一つ蕪園址（推定）
旧安吉県城地図
こ
こ
に
掲
げ
た
の
は
、
清
の
同
治
甲
戌
（
一
八
七
四
）
版
『
安
吉
県
志
』
に
よ
っ
て
一
九
八
三
年
に
描
か
れ
た
安
吉
県
城
の
地
図
（
安
吉
県
地
名
委
員
会
編
『
安
吉
県
地
名
志
』
一
九
八
四
、
一
〇
所
収
）
で
あ
る
。
当
時
の
地
図
は
上
が
南
、
下
が
北
、
右
が
西
、
左
が
東
に
な
っ
て
い
る
。「
読
書
楼
故
宇
」「
蕪
園
」
が
あ
っ
た
「
東
街
」
は
、
東
門
で
あ
る
「
迎
春
門
」
に
近
い
地
点
に
あ
る
。
そ
し
て
前
述
の
よ
う
に
、
呉
昌
碩
の
祖
父
・
呉
淵
が
山
長
を
し
て
い
た
古
桃
書
院
は
、
西
門
で
あ
る
宝
成
門
の
近
く
に
あ
り
、
地
図
に
も
「
書
院
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
地
図
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
『
安
吉
県
地
名
志
』
の
「
安
吉
県
事
業
単
位
」
に
「
安
吉
県
安
城
郷
中
心
小
学
」
の
項
が
あ
り
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
歴
史
上
曽
称
古
桃
書
院
、
磬
山
書
院
。清
光
緒
末
、
芸
術
大
師
呉
昌
碩
曽
任
院
長
（
今
称
校
長
）。
〔
歴
史
上
、
曽
て
「
古
桃
書
院
」、「
磬
山
書
院
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。
清
の
光
緒
末
、
芸
術
大
師
の
呉
昌
碩
が
、
曽
て
院
長
（
今
の
校
長
）
を
務
め
て
い
た
。〕
な
ん
と
、
呉
昌
碩
も
、
祖
父
が
院
長
を
務
め
て
い
た
古
桃
書
院
（
呉
昌
碩
の
当
時
は
磬
山
書
院
）
で
院
長
を
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
『
安
吉
県
人
民
政
府
Ｈ
Ｐ
』
「
安
城
中
学
」
に
よ
る
と
、
清
の
乾
隆
八
（
一
七
四
三
）
年
、
安
吉
知
州
の
劉
薊
植
が
州
西
に
古
桃
書
院
を
創
建
し
、
感
豊
十
一
（
一
八
六
一
）
年
、
戦
火
に
毀
た
れ
た
。
同
治
十
（
一
八
七
一
）
年
、
安
吉
知
県
の
金
其
相
が
重
建
し
、
磬
山
書
院
と
改
名
し
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
は
、
呉
昌
碩
の
父
・
呉
辛
甲
も
、
呉
昌
碩
を
連
れ
て
「
蕪
園
」
に
来
た
際
、
こ
こ
で
院
長
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
、「
安
吉
県
安
城
郷
中
心
小
学
」
に
行
け
ば
、
そ
こ
が
「
古
桃
書
院
」
「
磬
山
書
院
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
日
、
筆
者
は
こ
の
地
点
に
向
か
う
べ
く
、
ま
ず
地
元
の
方
に
、
小
学
校
の
場
所
を
聞
い
た
。
す
る
と
、
小
学
校
は
、
今
は
城
外
に
移
っ
て
お
り
、
今
の
「
安
城
中
学
」
の
場
所
に
、
以
前
小
学
校
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
今
の
「
安
城
中
学
」
の
場
所
は
、
安
吉
県
城
の
中
心
部
で
あ
り
、
上
掲
地
図
で
は
「
儒
学
」
と
あ
る
地
点
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。
地
図
に
あ
る
「
書
院
」
は
そ
の
西
南
に
あ
る
よ
う
だ
。
そ
こ
で
、
脇
道
に
入
り
、
そ
の
方
向
に
進
ん
で
行
く
と
、
「
安
城
中
心
幼
児
園
」
が
あ
っ
た
。
こ
の
地
点
な
ら
、
地
図
と
も
符
合
す
る
。
そ
こ
で
、
す
ぐ
近
く
の
民
家
を
訪
ね
、
こ
の
幼
稚
園
が
建
っ
て
い
る
場
所
の
由
来
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
は
、
今
の
「
安
城
中
学
」
の
場
所
に
あ
っ
た
小
学
呉
昌
碩
の
生
誕
地
と
「
蕪
園
」
を
め
ぐ
っ
て
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安城中学（正門）
安城中学（東南から見る）
安城中心幼児園（正門）
安城中心幼児園（北から見る）
校
の
敷
地
で
、
教
職
員
宿
舎
な
ど
が
あ
っ
た
と
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
つ
ま
り
、
「
安
城
中
心
幼
児
園
」
の
場
所
も
、「
安
吉
県
安
城
郷
中
心
小
学
」
の
一
部
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
整
理
す
る
と
、
今
の
「
安
城
中
学
」
の
場
所
も
、
「
安
城
中
心
幼
児
園
」
の
場
所
も
、
以
前
の
「
安
吉
県
安
城
郷
中
心
小
学
」
の
敷
地
で
あ
り
、
呉
昌
碩
の
当
時
は
、「
安
城
中
学
」
の
場
所
に
「
儒
学
」
が
あ
り
、「
安
城
中
心
幼
児
園
」
の
場
所
に
、「
古
桃
書
院
」
改
め
「
磬
山
書
院
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
呉
昌
碩
に
は
、
故
郷
が
二
つ
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
つ
は
、
呉
昌
碩
が
属
す
る
名
門
・
遷
浙
呉
氏
の
故
郷
・
呉
村
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
一
つ
は
、
生
誕
地
で
あ
り
、
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
安
城
つ
ま
り
安
吉
県
城
で
あ
る
。
呉
昌
碩
が
な
ぜ
安
吉
県
城
で
生
ま
れ
、
青
年
時
代
に
ま
た
来
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
父
と
自
ら
の
科
挙
受
験
の
た
め
で
あ
っ
た
。
呉
昌
碩
は
書
画
篆
刻
家
と
し
て
成
功
し
て
い
る
の
で
、
科
挙
受
験
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
側
面
の
み
が
強
調
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
清
末
の
混
乱
期
と
は
い
え
、
当
時
は
、
読
書
人
の
家
に
生
ま
れ
れ
ば
、
科
挙
の
受
験
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
故
郷
に
受
験
勉
強
の
環
境
が
な
け
れ
ば
、
県
城
に
出
て
行
く
の
も
、
ま
た
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
呉
昌
碩
は
安
吉
県
城
を
第
二
の
故
郷
と
し
、
科
挙
受
験
の
た
め
の
籍
で
あ
る
「
安
吉
」
を
冠
し
、「
安
吉
呉
昌
碩
」
と
署
名
し
た
（
前
述
の
よ
う
に
、
当
時
、
呉
村
は
孝
豊
県
に
属
し
て
い
た
）
。
今
回
、
こ
の
呉
昌
碩
に
と
っ
て
、
重
要
な
場
所
で
あ
る
安
吉
県
城
の
現
地
踏
査
が
叶
い
、
「
読
書
楼
故
宇
」
つ
ま
り
「
蕪
園
」
、
「
古
桃
書
院
」
改
め
「
磬
山
書
院
」
の
旧
址
を
確
認
し
得
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
平
成
二
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
）
「
近
代
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
お
け
る
日
中
米
文
化
交
流
」
（
研
究
代
表
者
松
村
茂
樹
課
題
番
号
17K
02648）
及
び
、
大
妻
女
子
大
学
戦
略
的
個
人
研
究
費
「
呉
昌
碩
と
日
本
人
士
」
（
課
題
番
号
S
2944）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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